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現実的 国際語 としての英語の一面
エスペラント語と関連して1)
飯 島 周
現在地球上で人類の使用 している自然言語(naturallanguages)の 数
は、分類方法又は基準の取 り方によって異なるが、およそ5,000ほ どは
あると考えられている。その中で、各分野にわた り国際的通用度が最も
高いのは、英語 と呼ばれる言語体系であ り、程度の差はあるが、ほとん
ど世界各地でのコミュニケーションに利用 されている。従って、英語 を
現実的国際語 と呼ぶことが許 されるであろう。もちろん、英語がそのよ
うな地位 を獲得したのは、いわば偶然の歴史的 ・社会的事情によるもの
であって、最初か らそれを目的 としたわけではない。
一方、最初か ら、国際的 コミュニケーションに役立て ようとい う目的
で考案 された人工言語(arti丘ciallanguages)も 存在する。その代表 と
して、ある程度成功 しているのはエスペラン ト語(Esperanto)で ある。
その使用者数はさまざまに推定 されているが、総数で100万 以上 といわ
れることもあり、世界各地に存在 している。ただし、特 に東 ヨーロッパ
に集中する傾向があり、さらに世代 ごとに学習の度合が異なり、全体的
には、ほとんど常に現勢維持のようである。一部では若年層の学習者数
の低下が見 られ、むしろ衰退気味 との声さえある。
周知の如 く、ポーランドのユダヤ系眼科医L.LZamenhof(1859-1917)
により、DoktoroEsperantoと いう偽名で1887年 に初 めて公表 された
この試みは、諸民族の平和 と寛容 と統一を目指す宗教的な意味を持って
いた。 しかし、その歴史は国際的労働運動 と深 く関係するようになり、
政治的意味が前面に出て来た。そのため、1930年 代 には、ヒトラー とス
ター リンによって代表 されるそれぞれの勢力による弾圧 という事態さえ
生 じた。わが国で も同様で、エスペラント運動は長い間迫害 され、又運
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動内部での分裂 もあり、決 して順調ではなかった。
しかし、前述のように、世界各地では現にエスペラン ト語が使用され
てお り、特 に熱心な運動推進者のいる地域では、 さかんに宣伝、出版、
教育が行われている。全体的な統計は非常に得難いが、1970年 代には、
世界各地の600以 上の教育機関でエスペラン ト語が教 えられ、60ケ 国以
上にエスペラン ト協会があ り、地域別の組織 は1,250以 上あったと言う。
又、1966年 には、国際連合 に対して、公認国際語の地位 を要請する署名
運動が74ケ 国約100万 人によってなされた。この要請 は受理 されなかっ
たが、以上の数字は、エスペラン ト語の持つ可能性 を暗示するものであ
る。 これらについては、資料1を 参照されたい。
それでも、英語全体の広が りに くらべれば、エスペ ラン ト語の勢力は
微々たるものである。現在、日常生活の中で英語 と何等かの関係を持つ
人間の数は、少な くとも7億 、時には10億 以上 とも言われる。 しかも、
その中で約3億 が英語 を母語2)と している。そして、この最後の点、母語
として日常生活の支えとなっていることが、英語 とエスペ ラン ト語 との
決定的な差 と考えられる。 もちろん、非常に熱心なエスペ ランチス トた
ちが家庭や共同社会を結成 し、それなりに努力すれば、その子供たちに
エスペラント語を自然におぼえさせ ること、つ まりエスペラント語の母
語化 は可能である。しかし、エスペ ラン ト語はわずか100年 ほどの歴史
しかない人工言語であ り、その出発点から英語 とは異質 と呼び得 る目的
を持 っている。従って、英語 と競合する必要は少 しもない。ただ、現実
にエスペラン ト語を普及 させる運動を進める場合、英語が どのようにし
て世界各地 に定着 しているか、言いかえれば、 どのように母語化又はク
レオール化 しているのかの実態を、エスペ ラン ト語自体 と比較対比 しな
が ら検討することは、ある程度参考になるであろう。
まず検討の手がか りとして、エスペラン ト語(又 は国際的使用のため
の人工言語)に ついての基本的条件を考察する。 この問題に関しては、
Crystal(1987p.355)に 、理想的な人工言語の基準 として、要約的に述
べれば、次の6点 が示 されている。すなわち:
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(1)学 びやすいこと(Easytolearn)文 法、発音、単語形成法な
どが、 自然言語に くらべて規則的で単純であり、意味関係が明 らか
なこと。
(2)母 語 と関係し得ること(Relatabletomothertongues)
いかなる自然言語にも、又それか らも比較的容易 に翻訳でき、イデ
ィオムを反映することが可能で、多 くの言語的普遍性 を示すこと。
(3)広 範囲の機能を持つこと(Arichrangeoffunctions)
日常的な語 し言葉、書 き言葉 として一般的な要求ばか りでなく、科
学、宗教、商取引、スポーツ、政治などの専門的な要求をも満たし、
国際的コミュニケーションのメディアとしても用いられること。
(4)標1準 化されること(Standardized)
方言的な差違がな く、新 しい形式の導入に関す る審議機関があるこ
と。
(5)中 立的であること(Neutral)
政治的、言語的に特定の結びつきを持たないこと。(これは人類の融
和 と世界平和のために必須の要件 と見 られている)
(6)洞 察 を与 えること(Providinginsight)
国際的なコミュニケーションが これ らの言語の唯一の目的 と考える
人たちもいるが、より論理的又は合理的に思考 させ、現実の本性に
ついてより深い理解 を確立できるように、 これらの言語がより規則
的で明析であることも望 まれている。
以上の6項 目は、た しかに妥当性を持つと思われる。そのそれぞれを、
まずエスペ ラン ト語について検討すれば、 ほぼ次のように言 えるであろ
う。
(1)に関して、エスペラント語の規則は、おそらくどの自然言語 よりも
簡略化 されてお り、文法、語形、発音の各レベルについての規則が、わ
ずか16項 で明示 される。語根は約15,000種 類設定され、それ らの組合
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せ と接辞の使用により、さらに多数の語が生産される。これ らの点では、
非常に学びやす く、 この基準に十分あてはまる。
(2)については、 ヨーロッパのい くつかの有力言語 に類似 した文法 ・発
音 ・規則や語彙 を借 りており、従 ってそれ らの言語 を母語 とする入たち
には、さらに親 しみやすいものになる。その反面、そうでない場合、た
とえば日本語 を母語 とする場合 とは明確な差が出て来る。 これは、いわ
ゆる国際語 と民族語に関 して、常 に生じ得る問題である。
(3)の範囲は、判定が困難な場合があるが、エスペラン ト語は一応 目標
に達 していると思われる。特に、国際的コミュニケーションのメディア
としての有用性は否定しがたい。ただし、 日常生活の中での全面的なメ
デ ィアであるとは言えない。
(4>の標準化の点では、一般に方言的変種がなく、すべて統一的である。
ただ し、語彙については多少ばらつきがあるようだ。時には、単なる単
語使用の問題にとどまらず、広い意味での文法に関係することもある。
た とえば、関東エスペラン ト連盟発行の月刊誌PontetoI1988年2月 号p.
8に は、エスペラン ト語の助動詞(Helpverbo)に ついての問答が ある。
その一部の説明 によれば、許可 を示す表現、た とえば英語のyoumaygo.
に相当する文としては、
(i)Vipovas/raitasiri.
(ii)Vidurfasiri.
の2種 の可能性がある。(i>は標準的であり、一般に認められるが、㈲
は少数派で、ドイツ語durfenに 由来する語を用いてお り、これを認めな
い立場が伝統的とされる。筆者の臆測によれば、エスペラン ト語でdam
又はdurfiを 認めることは一般的に法助動詞(Modals)の カテゴリーを
拡大することになり、事態を複雑 にするか らであろう3)。これは、標準化
にとっての重要な問題の一例である。
(5)の中立性については、すでに(2)の考察で述べた通 り、言語的基盤が
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完全 に中立的であるとは言いがたい。 しかし政治的中立性は保てるであ
ろうし、その努力はすべ きである。
(6)の問題 は、エスペラント語自体よりも、むしろ使用者の態度であろ
う。個々の論理表現 は、実際上各言語体系に依存するか らである。ただ
し、すべての自然言語 において重要性を持つ情緒的要素は、エスペラン
ト語では比較的少ないようだ4)。それで も、各種の文学作品がエスペラン
ト語でも試みられてお り、この分野での使用が不可能 ということはない。
以上、総合的に見て、エスペ ラント語は、上記の6基 準のそれぞれに
一応適合 している。そうだ とすれば、最大の問題 は、その普及度であろ
う。 もちろん英語の場合 とは異な り、エスペラント語の修得による現実
的利益は非常に小さ く、それが学習者の数に影響するのは当然の ことで
ある。
それでは、英語の実態はどうであろうか。まず第一に、現在の英語に
は数多 くの異なる種類(Varieties)が あることを前提にする必要がある。
ただし、英語による国際的コミユニケーションは、参加者の母語 を基準
として、次の3通 りに分類できる。
a.英 語 を母語 とする人々だけの場合(た とえばイギ リス人 とアメ
リカ人)
b.英 語を母語 とする人々と英語を非母語 とする人々の場合(た と
えばアメリカ人 と日本人)
c.英 語を非母語 とす る人々だサの場合(た とえば日本人 とロシア
人)
もちろん、 どの場合に も、コミユニケーションの達成度 は千差万別で
ある。そして、b.c.に ついては、ほとんど記述不可能である。a.の場合
でさえも、それぞれの参加者の英語が異 なる種類であることが予測で き
る。その種類は非常 に多い。 しか し、 ここでは、本来非母語であった英
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語が母 語化 し、 日常生活 の各 面で使用 され なが ら、 しか もそれぞれの土
地 で独 特 の要 素 を加味 してい る例だ けに限定 して、簡 単 に比較検 討 して
みたい。前述 の如 く、定着 のた めにいか に英語が変容 して いるか、又 は
カメ レオ ン化 して いるかが理解で きるか も知れ ない。
英 語 を非母 語 としていた地域や人 々 にとって、英語 が母語 にな って行
く過程 は、通常 ピジ ン化 に始 ま り、世代 的連続性 を持 つ クレオール化 を
経 て、脱 クレオ ール化 す る、 とい う順序 で示 される。 この過程 は、最近
の説明法 によれ ば、一 つの連 続体(Continuum)で 示 され、最底辺 部の
下層言語(Basilect)か ら中層言語(Mesolect)を 経 て上 層言語(Acrolect)
に到達 す る。最上層言語 は、 ほ とん ど標準 的 な英語 であ るが、連続体 の
それ よ り下 の部分 はさ まざ まな段階 的様相 を持 つ。 しか し、 これはいわ
ゆる文体論 的変種で、 これ と同 じ現象 は、 どの言語 に も、又 は どの個 人
にも存 在 し得 るもの である。 その詳細 は省 略す るが、 以下、1.ガ イ ア
ナ クレオール語(GuyaneseCreole)、II.シンガポール英 語(Singapore
English)、III.ナ イ ジェ リア英語(NigerianEnglish)の それ ぞれの一部
を参考例 として取 り上 げ る。
、まず ガイ アナク レオール の例 を見 る5)。右列 は該 当す る標 準的 な英語
の文 であ る。
1.1.iwok・ ・・…Heworked.
2.iwiiri・ ・・…Heistired.
3.iawok・ ・・…Heisworking.
4.iawiiri・ ・・…Heisgettingtired.
5.demaponishabi・ ・・…Theyaremakingussuffer.(ponish=
punish)
6.ibaidieg-dem・ ・・…Heboughttheeggs.
7.Janbinsiiwanuman・・・…Johnhadseenawoman.
8.Wisaidyubinde?・・・…Wherehaveyoubeem?
9.Bill(don)komfisiiyu・・・…Billhascome/cametoseeyou.
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10.mifigo・ ・・…Ishould/oughttogo.
11:migotelamifmisiiam・・・…1'lltellhimifIseehim.
12.ifmibinsiiammibingotelam・・・…IfIhadseenhimI
wouldhavetoldhim.
この表 では標準 的な英語 との対 応関係 が明 らか にされてい る。単 語の形
態 は、大体推測 可能な標準 的な英 語 と一致 す るが、文法 的 にはか な り差
異 が ある。た とえ ば1.2.に 示 され るよ うに、動詞の過去 時制 を示 す語 尾
(-ed)や コピュラ(copula)と してのbeが 用い られ ない。3.4.5.で は現
在進行 時制 を示 すの にIing語 尾が な く、aが 用 い られ る。又、5.で は三人
称複数 主格 の代名 詞 としてdemが 用 い られ、単語popishの 意 味的 なず
れが あ る。6.で は複数語 尾 として一demが あ らわれ、7.で は過 去完了形 と
してbinsiiが 、8.で は現在 完了形 としてbin、9.10で は ガ カatoの 代用 、
11.で はgotelが 未来 時制 となってい る。12.は文法 的形 式 として最 も複
雑 な部類 に属 す る、いわ ゆる仮 定法(SubjunctiveMood)の過去 完了で
あ り、bingotelが 過 去 についての推測 をあ らわ してい る。
この よ うな分析 で示 され る ように、一見 間 に合わせ の ようなク レオー
ル語 に も、 明確 な体 系的基準、 す なわ ち文法 があ る。た だ、標準 的な英
語 の文法 に くらべ ると、語形 や屈 折の点で かな り簡 略化 されてお り、 か
つては"初 歩的"又 は"下 等 な"言 語 と評価 された。 それ は偏 見 と呼 ん
で もよいが、前述 の連続体 の 中で は、 この クレオール語 の状 態は下層部
分 を構成 す る。 その事実 は、語形 だけ を見て も容易 に理解 で きるであ ろ
う。ただ し、言語の生物学 的基礎 とも言え る、いわ ゆるバ イオプ ログ ラ
ム説 との関連 は速 断で きない。
次 に シンガポール英語 の例 に移 る。 これ は二人 の若い 中国系女性 のデ
パー トでの会語で、()内 は説 明文 で、原文 はすべ て英 語で ある6)。
II.(Aが 靴 のため しば きを してい る)
B1:Canfitornot?Notbadwhat?Cheapwhat?(Whatは
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ここでぱyoureallymustagreewithme'を表現 す る)
Canbuylah!
(Bが 一足 はいて みる)
Al:Eh,canfityourleg.
(中 国語 で はfeetとlegsの 区別が ない)
BZ:Theleg.downthereabituncomfortable.
(別 の靴 を見 る)Thisonedon'thaveIess,ah?(この意味 は
`Thereisn'tanydiscountonthese?'であ る)
Idon'twanttobuy.
A2:Wewalkdownlah.(この意味 ぱlet'susethestaircase
insteadofthelift'で ある)
B3:Canalso.
上記 の例 で は、語形 に関す る限 り完全 に脱 クレオール化 してい るが、
会話体 であ る ことを考慮 に入れ て も、語 法的 には標準 的 な英語 とは見な
されない ものが含 まれてい る。()内 の説明の部 は除い て も、問題が多
い。
まずB、の最後 お よびA2に ある文 中の 励 はおそ ら く中国語 の 砺
(了)に 対応 し、日本語の 「……ちゃう」 という表現に当るか も知れな
い。B2で は、最初の文にコピュラ(be動 詞など)が なく、2番 目の文で
のThisonedon'tは 標準的には文法違反である。B3のCanalsoは 独特
な表現 と思われる。その他の単語や文についての非標準的な使用法 も、
ロ
母語の影響 として説明可能であろう。しかし、全体 としては英語の一種、
又は新英語(NewEnglishes)7)に 属するものと考 えぎるを得ない。
最後にナイジェリア英語の例 になるが、 これは文学的な語 り(Narra-
tive)の 一節である。作者のAmosTutuolaは 、英語 と似た点が多いと
される母語のヨルバ語(Yoruba)で まず書いて、それか ら英語に訳すと
いわれ、背景言語の影響が明 らかである8)。
8
III.Whenitwasearlyinthemorningofthenextday,Ihadnot
palm-winetodrinkatall,andthroughoutthatdayIfeltnot
sohappyasbefore;Iwasseriouslysatdowninmyparlour,
butwhenitwasthethirddaythatIhadnoplalm-wineatall,
allmyfriendsdidnot-cometomyhouseagain,theyleftme
therealone,becausetherewasnopalm-wineforthemto
drink.
(AmosTutuola,?'hePalm-WineDrinkard,1952.p.8)
この一節 の中で、Ifeltnot… 一、Iwas… …satdown、allmyfriends
didnotcomeな どは、明 らか に非標 準的 で あるが、前後 関係か らそれぞ
れの意味 は誤 りな く解釈 され る。標 準 的には、Ididnotfeel,Isatdown,
noneofmyfriendscameなど とすべ きで あろ う。標 題 中の単語4吻 一
肋 毎 さえ問題で ある。しか し、Tutuolaの これ らの表現 は、独 自の文体 、
個性 的 な文 体 として、作品 の内容 的幻想性 も手伝 い、か えって その評価
を高 めてい る。つ ま り、新 し く形 成 された言語形式 が、英語 の世界で文
化 的 に非常 に高度 な機 能 を果 して いる ことにな る。
以上、1.II.m.の 例 に よって代表 され る言語表現 は、世界 のそれぞれ
の地域 に定 着 して、 日常生活 の各 レベ ルで用 い られ、標準 化又 は一般化
してい る。 これ は動 か しがた い事 実で あろ う。 そ して、 前述 のよ うに、
少 な くともII.III.は 、英 語 と総称 され る言語体 系の一部 に組 み込 まれて
い る。補 足的 に言 えば、英語 は もはや単数形 のEnglishで はな く、複数形
のEnglishesで 示すべ き状態 にな ってい る。 この状態 か ら生 ず る混乱 を
整 理す るた め、皮 肉 な ことに、逆方 向の努力、 すなわ ち統 一的 な標準形
を作 り出 そ うとい う努力が な され てい る。R.Quirkな どの提 唱す る中核
英語(NuclearEnglish)9)は 、 その よ うな人 工語的 要素 を持 つ言語体系
の一例 であ る。言いか えれ ば、現実 的国際語 としての英語 を基盤 として、
理 想的 国際語 を作 ろ うとい う試 み と考 え られ る。実 際 に、中核英語 には、
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前述の(1)～(6)までの基準のい くつかに適合する点がある1°)。
そのようなわけで、極度に要約的に言えば、現代世界 における英語に
は、 日常生活を支 える民族語 としてその特性 を強調する面 と、諸民族間
のコミュニケーション用の国際語 としてそれらの特性を押 さえる部分の
使いわけが要求 されている。 これは、いわぼすべての文化現象に共通す
る遠心作用 と求心作用の影響である。程度の差 はあるが、国際性 を持つ
他の諸言語、たとえばスペイン語、フランス語、又はアラビア語などに
も同じことが言 えるであろう。
将来の予見は困難であるが、現在 までの傾向で見る限 り、世界語 とし
て発展する過程の中で、英語はある種 の柔軟性 を開発 して来た。その歴
史は、 しばしば指摘 されるように、高度の屈折 ・語形変化 を持つ総合的
なタイプの言語から、屈折をほとんど持たぬ分析的なタイプの言語への
変質であ り11)、内部的に多様な変種 を包含する寛容性の獲得である。しか
し、前述の16項 にわたるエスペ ラン ト語の規則 は、エスペ ラン ト語が国
際語 として公認されるまで、変更 を許されない。一方英語の簡略化は、
ある面ではエスペラント語以上 に進んでいる。た とえば、エスペラント
語の品詞や格 を示す語尾一 名詞を示す一〇、形容詞を示す一a、目的格の一n
など は英語では見 られない。最初に述べたように、エスペラント語
がその普及度をもっと高めるには、あるいはこの ような点についての工
夫が有効か も知れない。
いずれにせよ、エスペ ラン ト語が現実的国際語 としての地位 を確立し
ようとするなら、英語の場合のように、単数のEsperantoで はな く複数
のEsperantojを 許容せざるを得な くなるのではないだろうか。現実的国
際語、古 くはヨーロッパ各地に定着しなが らやがて分裂 してしまったラ
テン語、そして現代では英語についての人類の経験は、理想的国際語の
実現、又は人類の言語的統一は、 まだまだ見果てぬ夢であることを示し
ている。
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注1)本 小論 は、関 東 エ スペ ラ ン ト連 盟 主 催 の第37回 関東 エ スペ ラ ン ト大 会(1988年6
月19日 杉並 区第 十小 学 校)で の筆 者 の 記念 講 演 『現 実 的 国 際語 一英 語 の場 合
一 』の草 稿 の一 部 を補 正 した もの で あ る
。 なお 、 この小 論 に関 す る資 料 は、III.の
部 分 を除 き、 〈大 会 資料(Kongres-libro)〉 に収録 され て い る。
2)英 語 のmothertongueで あ るが、 この用 語 に は多 少 問題 が あ り、 この種 の概 念 に
対 してnative、 丘rst、dominantな どの形 容 詞 を用 い るべ きだ との意 見 もあ る。な
お、 「母 国語 」 とい う訳語 は避 けた方 が よい で あ ろ う。 「母 」 と 「母 国」 は異 な る
概 念 で あ る。
3)後 述 の 中核 英 語 で も、法助 動 詞 は用 いな い よ うに し よう とい う提 案 が な され てい
る。それ は、法助 動 詞 の持 つ必 然 的 な 多義 性 の た めで あ る。た とえ ば、英語 のyou
maygoは 、 文 脈 や状 況 が 不 明 な ら、 許 可、 可 能 、推 測 な ど、 つ ま り 「し て も よ
い」 「で き る」 「か も知 れ な い」 の どれ に あた る か決 定 で き ない。
4)注1)の 講 演後 のエ スペ ラ ンチ ス トた ち との座 談 会 で、筆 者 は「エ ス ペ ラ ン ト語 で
喧 嘩 がで きるか 」とい うや や 挑発 的 な質 問 を試 みた 。答 は肯 定 的 だ った が 、「エ ス
ペ ラン ト語 での の しる に は どん な語 を用 い る か」 どい う質 問 には 明確 な答 が得 ら
れ な か った。 もっ とも、エ ス ペ ラ ン ト語 は、 喧 嘩 のた め に使 用 され るべ きで は な
い だ ろ う。
5)こ の資 料 はBickerton(1981)に あ る引 用例 の一 部 をく筆 者 が説 明 のた め に整 理
した もの で あ る。
6)Platt(1984)p.160によ る0
7)主 として 、イ ン ド、 フ ィ リ ピ ン、 ア フ リカ な ど第3世 界 に定着 した 英 語 の諸 変種
を示す 。
8)邦 訳(土 屋哲 訳 『や し酒飲 み 』晶文 社1970)が ある が、 支体 的 特 色 は邦 訳 で は示
され て い ない。 なお 、Platt(1984)p.179参 照。
9)下 記 資料1.参 照 。
10)い わ ゆ る簡約 日本 語 も、 日本 語 に よ る国際 的 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの達 成 の た めの
一 つ の工 夫 と考 え られ る。つ ま り、 日本 語 にお け る一 つ の機 能 的変 種 の 人工 的 育
成 の試 み と解 釈 で きる。 た だ し、相 当 の非 難 攻 撃 を覚 悟 しな けれ ば な らない 。た
とえ ば、 『朝 日 ジ ャー ナル 』1988年4月29日 号参 照 。
11)英 話 の発 音 にお け る短 縮傾 向 もよ く指摘 され る。もち ろん 逆 に、SpellingPronun-
ciation(た と えばoftenのtを 発 音 す る こ と)の 傾 向 もあ る。参 考 資 料 として は、
た とえ ばJ.D.Alexander:``TheErosionofEnglish,"EnglishToday,voLIV.
No.2.1988.pp.17-20参 照 。
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資 料
1.DavidCrystal:TheCambridgeEncyclopediaofLanguage.CambridgeUniv.
Press,1987pp.354-355;358-359
11.①GuyaneseCreoleの 例:DerekBickerton;RootsofLα ㎎ 嬲9召.Karoma
Publishers,Inc.,1981.邦訳 『言 語 の ル ー ツ 』 大 修 館 書 店 。
②SingaporeEnglishの例;JohnPlatteta1.:TheNewEnglishes.Routledge
andKeganPaul,1984.
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